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＜別紙様式２＞研究実績報告書 

 

令和４年度 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち 

農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究） 

「畜産からのGHG排出削減のための技術開発」 

研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

低メタン産生牛作出のための育種方法の確立に向け、乳牛における搾乳ロボットでの呼

気測定データからメタン/CO2比を解析するプログラムを開発すると共に、乳用牛および肉用

牛での多頭数からの消化管メタン測定体制を整備し、データ収集を開始した。排せつ物管理

におけるGHG削減技術の開発について、採卵鶏の大雛期において慣行飼料より粗タンパク

質含量が2～4％ポイント低いアミノ酸バランス改善飼料の給与は18週齢時体重に影響せずN

排せつ量を低減できることを明らかにすると共に、堆肥化実処理施設における調査から実験

室規模の試験で観察された指標物質によるN2O排出の推定が現場段階でも行えることを確認

した。炭素貯留を念頭に、乳牛ふん等についてバイオ炭を副資材の一部あるいは全量代替し

た場合でも良好な堆肥化発酵が生じることを確認すると共に、飼料作でのバイオ炭混合堆肥

の施用試験を開始した。つなぎ飼い牛舎から排出される麦稈混合のセミソリッド状ふん尿を

処理するセミ乾式メタン発酵システムを対象に前処理装置の改良設計を行い、作業時間短縮

と前処理によるバイオガス生成量の増加を確認した。課題は計画通りに進捗しており、現時

点で特に問題点は無い。 

 

１．低メタン産生牛作出のための育種方法の確立と応用 

肉用牛での呼気ガスの効率的な測定のために、ガス流路切替器を作製し測定実施機関に配

布した。乳牛における搾乳ロボットでの呼気測定データを解析するプログラムを開発した。

遺伝的特性解明およびメタン推定式作成のための多頭数からのメタン産生量測定については

乳用牛および肉用牛での測定体制を整備し、データ収集を開始した。スニファー法による飼

料のメタン産生能やメタン産生削減効果評価の有用性確認のために、異なる飼料や削減資材

を給与された乳牛および肥育牛において呼気ガス測定を開始した。 

 

２．排せつ物管理におけるGHG削減技術の開発 

採卵鶏の大雛期において慣行飼料より粗タンパク質含量が2～4％ポイント低いバランス改

善飼料の給与は、18週齢時体重に影響はなくN排せつ量の減少を認めた。堆肥化実処理施設

において夏季と秋季にGHG発生量の調査を行い、実験室規模の試験で観察された指標物質と

N2Oの相関が現場段階でもみられることを確認した。汚水処理施設からのN2O発生量を測定す

るために、パイロットスケール(1 m3)の曝気槽と実規模の排水処理施設の測定環境を整え

た。 

 

３．GHG削減と同時に炭素貯留・再生可能エネルギー生産を行う技術の開発 

バイオ炭混合堆肥製造方法の開発では、乳牛ふん、豚ふんについてバイオ炭（もみ殻燻

炭）を副資材の一部あるいは全量代替した場合でも良好な堆肥化発酵が生じることを確認し

た。バイオ炭混合堆肥を施用した草地・飼料畑でGHG発生量、微生物呼吸量等を測定し



 

 

GHG発生に及ぼす影響を調査した。つなぎ飼い牛舎から排出される麦稈混合のセミソリッ

ド状ふん尿を処理するセミ乾式メタン発酵システムを対象に前処理装置の改良設計を行い、

改良後の作業性評価ならびに各種処理を施した原料を用いたメタン発酵試験を実施した。再

生敷料生産過程でのGHG排出量の精緻化について、発生するGHGを捕集・測定する装置を

製作し、ガス発生量等の測定を実施した。肉牛等のGHG排出量を評価するモデルを更新す

るためモデルの改良および最新データを収集すると共に、有機物施用による炭素貯留効果を

モデルに組み込むことを見据えて施用後の炭素収支まで考慮したふん尿処理からのGHG排出

量を試算した。 

 

  




